平成２０年度　第２回高知県社会教育委員会　会議概要

日時：平成２０年１２月１日（月）１３：３０～１６：３０

場所：土佐市立高岡第二小学校

□土佐市立高岡第二小学校支援地域本部の取り組みについての説明

□施設等見学

　　［協議］

委　員：前回の会議の中で、「地域社会全体で、子どもや学校教育を支援する仕組みづくり」を協議題に設定した。

委　員：地域の方と一体となり、１０００人位の地域の方を迎えて実施できる祭りを開催していると聞いて大変驚いている。地域の実情と地域の方が学校に思いをはせる背景やいつからの関わりかをお聞きしたい。また、実行委員のメンバー構成についてもお聞きしたい。

学　校：昔から文化水準の高かった町で、自分達の文化を大事にしようという背景があったと思う。今の住職の先代の時に山手地域振興会ができた。この地域を盛り上げて、みんなで子どもたちを守っていこうという風潮があったようだ。今でこそ子どもたちは授業中に集中しているが、１０年前は授業ができなかったと聞いている。その時に、校長や教職員は何とかしようと縦割り掃除、朝のランニング、朝読などを他の学校に先駆けて行った。山手地域振興会の委員長は元校長で、そのような方たちが中心となって引っ張ってきた。今の実行委員は４０代。子どもが卒業して中学生や高校生になった保護者が中心である。

学　校：子どもが学校に通っているので保護者として物事を見ていると思う。昨年はPTAの会長、今回は地域コーディネーターという仕事をやらせていただいた。保護者だけでは地域の方とのつながりは出来ない。会長や副会長などの役職の方が主に地域の方と触れ合い話をする機会が持てるのが現状だ。一保護者の中では、子どものために地域の人といっしょになって何かしようという意識は低いと思う。子どもがいなくても近所の｢子どものためにやってみたい｣というご老人の方に何か生きがいを求められるような場所を作っていきたい。

委　員：今日はこの学校によせていただきよかった。いろいろ苦労がありながらすごくよい部分もたくさん見た。家庭や地域から発信をするのはとても難しいと思う。地域に手紙を配るとか人と人との声かけをしているとか工夫していることを教えてほしい。

学　校：最初に前会長と現会長に話して、「こんな町にしたい」ということが今の土台になっている。会長は私が夢を語ればその夢のためにどうすればいいのかをたくさんの方に語ってくれた。この祭りを行うにあたり、前々会長が地域に何度も出向いた。その方は今、事務局で祭りを支えている。「山の手っ子」という全校詩集を、全家庭に毎月発信している。大変好評で、学校と地域と保護者とが密接した内容である。祭りを通じて実行委員会、事務局やたくさんの方と話をする場面が増えてきた。一人の役員が10人の仲間をつれて語り合えばそういう仲間が増えていく。

学　校：この仕事をするまで地域の方と話すことはなかった。ボランティアでやっている方がいることを他の方に知ってもらいたい。何か行事のたびに保護者にお願いするが、家庭の事情ですぐに引き受けてくれる人はまだ少ない。しかし、話をしていくうちに「これだったらできる」と言ってくれる方にはお願いしている。

学　校：学校は頼むばかりで何もしないのは良くない。学校は頼むが、関わった方はそれ以上に喜びを得られるような、やった後の気持ちよさがお互いになければ続かない。「やって気持ちよかった、またやりたい。」というお互いの関係が大事だと思う。

委　員：山間部の学校で子どもたち40人位が勤労体験学習で畑や田を作り、保護者と収穫祭などをしてきた。子どもが少ない分、保護者もほとんど関わっているが、やってくれる人とやりたいけれどもやれない人がでてきて、保護者の中でもその行事を少人数で地域を巻き込みやっていくことに対して、心が揺れ動いたことがある。また先生方も学校が大変な中、生活科や総合的な学習の時間だけでは足りなくて、放課後も日曜日も子どもたちが自主的に参加できるようにしていった経験がある。高岡第二小学校の祭りが終わり、保護者や教職員や子どもたちの評価はどうだったのか。

学　校：祭りが終わった後、必ず課題は出てくる。昨年は、学校や地域は、「保護者と地域がまとまり、盛り上がってよかった。」という声と、ある地域では「全然まとまってない。」という声があった。部落長会の中では「もうやめたらいいのじゃないか。」という声もあった。保護者の中には、「かりだされてしんどい。」という声もあった。今年は8月くらいまでやるかやらないかもめたので、11月2日の祭り実施に実行委員会も慌ただしかった。今回の評価でも、子どもたちと保護者が一緒にやれてよかったということは聞いている。ただ教員たちも忙しいのは事実。どういうことを削りながらどのような力をつけていくのかがこれからの課題である。子どもたちがこんなことしたいと夢に持ってくれている。改善していこうという保護者の声も聞いている。学校としてはこの地域の祭りの中で地域に支えられ、安心安全があるということを今後も提言していく。

委　員：様々な取り組みの中で地域本部そのものがどのような役割を果たしていくのか。

学　校：祭りの中で事務局会とか実行委員会に地域コーディネーターは必ず入っている。そこで祭りの話だけしているわけではない。「こういう町にしていきたい」という話を必ずしている。その中で何ができるかということを話しながら「やはり人と人とのつながりが大事だ、そういう中で町ができて行く」という原点に帰る。それを、きちんと広げていくためには組織化をしていきながら会を運用できるようなシステム作りをしていかなくてはならない。そのためのコーディネーターの配置だと思う。

委　員：この事業を教育委員会が扱っているということは大変意義深いと思う。地域に、学校に象徴されるような学びの場など経験を積み上げていく場をどれだけ作っていけるのかという部分に、いつも振り返る話し合いを節目節目に持つことが大切さだと感じる。

委　員：児童クラブができたり、この地区の子どもは非常に幸せだなと思いながら学校を見学させてもらった。取り組みが進むと、先生方もいろいろと変わってこられたと思うが、その中で象徴的なエピソードがあれば教えてほしい。

学　校：毎年、全校詩集「山の手っ子」を作っている。これは地域に支えられている私たちが地域や保護者に何ができるかということの象徴だと思っている。これに載せるために文字を書かなくてはいけないし、感性を養わなければならないし、国語力も大事になってくる。それを指導する先生の力も必要なので、発行するために、それだけエネルギーを使ってやっている。また、１月の第三土曜日に行う成果発表会では１年間の取り組みを発表する。一年間の取り組みは子どもの声に表れてくるから、先生にとってはとてもプレッシャーである。しかし、成果発表会を行うことによって、育てた子どもの姿を大人にきちんと見てほしいという意識をもっているし、地域ががんばっているから、自分たちもがんばっていこうという意識があると思う。

委　員：やりっぱなしではなくて記録を残す。写真もそうだが記録を残していく、報告書を作っていくということは、実は振り返ることになる。これが先生方にとって大変だが、これにより先生方の指導力が上がっているのではないか。

事務局：地域コーディネーターは普段どこにいるのか。学校行事への支援等たくさんの地域の方が関わっているが、名簿は作っているか。先ほどの見学で、地域の方が学習支援に入っていたが、どういった方がどういった時に入っているのか。学習支援に入る際の約束事等はあるのか。

学　校：地域コーディネーターの部屋はなく、職員室に机を構えている。空いている部屋がないということもあるが、初めから職員室にと考えていた。それは職員と同じ仲間として同じ悩みや夢を共有する必要があると考えたからである。常に一緒にいることで同じ仕事ができるものだと思っている。名簿は作っている。次に広がるために勧誘することと段取りすることができていないので、そのことを地域コーディネーターに依頼しようと思っている。名簿の整理やこれからどのようにするのかを、教頭と地域コーディネーターで、またPTA会長、地域の人を巻き込みながら進めていこうと思っている。学習支援に入っていた方は特別支援教育支援員で、その方が時々読み聞かせもしてくれている。もともと小学校の先生だった方で、若い先生方の良き指導者になってくれている。誰が何時頃来るか、職員全員で共有している。

委　員：コーディネーターとしての役割などについても協議されてきたが、実際コーディネーターを行ってみての感想をどうぞ。

学　校：自分ができる時間に学校に来て、仕事をさせていただくのが条件で受けさせていただいた。家庭の事情などを最優先にさせていただている。時間的なものでは自分の都合に合わせていただいている。時間を多少繰り上げるとか行事の前に忙しくなるような時は話し合い、無理のないように進めている。個人的にはコーディネーター以外に保護者という部分もあるので、気を遣ったり、職員会議などは落ち着かないところもある。コーディネーターとしては一人でやっているが、自分が一人でやらなくてはならないと思わないようにしている。義務感として考えると多分こういった仕事はできないと思うので、ボランティアの方と一緒で学校のためにしようとか、子どものためにしようとか、思うことが必要だと思う。

委　員：コーディネーターですから全部自分がやってしまったら行き詰まってしまう。義務感になってきたら仕事はできないだろう。その通りだと思う。

委　員：この前のシンポジウムでも結局地域の力が大切だと教えていただき、私たちが学校に入るためにはどのような形で入っていけばよいかということを感じた。地域コーディネーターが橋渡しをしてくれれば大変入りやすくなる。

学　校：今まで教頭がコーディネーター役をやってきた学校が多い。どこの学校でも教頭が地域とつながり持ち、教師とのつながりを持っているのが現状だと思う。多すぎる仕事を少しでも緩和していけば、子どものために授業も見ていけるし、そうすると先生方も余裕をもって子どもたちへの対応ができる。地域の方に入ってもらえれば随分違って来ると思う。それを地域の方に広げてもらうという面ではすごくコーディネーターの役割は大きいがまだ始まって二ヶ月。やりたいことはたくさんある。先ほど紹介したことで大変助かっている。その分、教頭は子どもたちとも関われているし、学校運営もできている。

委　員：地域社会全体で子どもや学校教育を支援する仕組みをどういう方法で高知県において構築していくのか、今日の協議を参考にしていきたいと思う。

□平成２１年度社会教育関係団体への補助金についての説明

［協議］

委　員：補助金の合計額を「社会教育振興事業費」と「実証！『ふるさと教育』推進事業費」の合計としているのはなぜか。

事務局：どちらの事業も社会教育関係団体への補助金であるため、両事業の合計とした。

委　員：「実証！『ふるさと教育』推進事業」は、県、国どちらの事業なのか。

事務局：県の事業である。

委　員：今後も実施されるのか。

事務局：Ｈ２２年度は、「龍馬伝」があり、そのための関連予算である。今後は、未定である。

委　員：子どもに伝わる事業が大切である。事業を実施することで、こういう効果があるというように説明してほしい。

委　員：今年、国の事業を使って、お遍路さんへの接待を子どもや保護者と一緒に行った。来年度も実施したいと思っている。

委　員：ＮＰO団体など、良い事業を実施している団体への支援があってもいいと思う。
委　員：公金の支出は限られている。この委員会の中で議論することが歯止めにもなる。この７団体への予算（補助）は、これでよいか。

委　員：了承。

